
気候危機
いま私たちのなすべきこととは

※滋賀県地域エネルギー活動支援事業補助金を活用して開催します。

ご家庭に不要な食品（未開封・賞味期限内のもの、生鮮食品・酒類は除きます）がありましたら当日お持ち
ください。集まった食品は「フードバンクびわ湖」を通じて、子ども食堂などに寄付させていただきます。

東京大学 名誉教授　
山本 良一 氏

時　間/ 13:30～16:40
       　※フューチャー・ラボ見学希望者は、13時集合
会　場/ フューチャー・ラボ （守山市吉身二丁目）
定　員/ 60名  
参加費/ 無料
主催：

後援：

協力：

2020年 3月8日日

気候危機　いま私たちのなすべきこととは
コーディネーター：滋賀県立大学 講師　上田洋平 氏

滋賀県立大学 講師

上田洋平 氏

持続可能なエネルギーとまちづくりセミナー２

世界で急速に広がる
気候非常事態宣言と動員計画、
持続可能なエネルギーの利用を含めて

東京大学 名誉教授　山本 良一 氏

［基調講演］

［報告］

［フロアトーク＆ワークショップ］

本セミナー参加者に、
「エコ・アクション・ポイント」

が付与されます。

※会場にて「フードドライブ」を行います。

オーストラリア全土で猛威を振るう森林火災。そして洪水。経済損失や
生態系への影響は計り知れないものがあります。世界の各地で記録的
な高温や豪雨、強大化する台風など、気候変動の影響が顕在化し被害が
増大しています。我が国も例外ではありません。

気候非常事態宣言（CED＝Climate Emergency Declaration）をご
存知でしょうか。新たな化石燃料プロジェクトを禁止し、それに沿った
政策、計画、キャンペーンの立案実施を求めるものです。世界で1000を
超える自治体に広がり、日本でも昨年からその動きが始まりました。
気候変動の非常事態を乗り越えるために、行政だけでなく、企業や全て
の市民が自分事として行動することが望まれています。

このため、東京大学 名誉教授の山本良一先生を招いて、世界の気候変動
対策と我が国の状況についてお話いただき、自らのなすべきことにつ
いてディスカッションするセミナーを開催します。
どなたでもご参加いただけますので、ぜひご参加ください。

環人８プラス（カンジンエイトプラス）
地域エネルギー研究会
滋賀県立大学グリーンコンシューマーサークル
一般社団法人滋賀グリーン活動ネットワーク　 
滋賀県地球温暖化防止活動推進センター
エコ・アクション・ポイント事務局
特定非営利活動法人コミュニティ・アーキテクト(近江環人)ネットワーク

"しがCO2ネットゼロ"ムーブメントの取組開始について
 滋賀県 温暖化対策課　課長　天野 孝志 氏

どなたでも参加できますが、事前の
申込みが必要です。（本紙裏面参照）
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東環人８プラス事務局

FAX       077-510-3586 (代行受付）
E-mail   kan8plus@gmail.com

◆所属・名前・TEL・メールアドレス・見学会参加の有無を記入
　して、事務局までメールまたはFAXにて送信してください。
◆メールの場合、「件名」に 「3/8まちづくりセミナー２申込」 
　とご記入ください。

※いただいた個人情報は本セミナーに関する連絡にのみ使用させていただきます。

3/8まちづくりセミナー２参加申込書 ※FAXの場合、切り取らずにこのまま送信してください。

個人
勤務先

お名前

ふりがな

連絡先(Mail) 連絡先(TEL)

所属企業･団体

ご同伴者様

他　　　名
参加区分

◯印をつけてください

見学会　　・　　シンポジウム

※会場の駐車スペースには限りがあります。環境配慮のためにも、で
きるだけ公共交通機関でお越しください。

会場へのアクセス

お申込み先・お問合せ先

お申込み方法　

会場：フューチャー・ラボ 
住所：守山市吉身二丁目5-9
TEL:077-599-5875

●JR守山駅西口より
　　　　　　徒歩約15分
●バスの場合
　　　市役所前下車すぐ

環人８プラス（カンジンエイトプラス） 地域エネルギー研究会 滋賀県立大学
グリーンコンシューマーサークル

滋賀県立大学「近江環人地域再生学座」
を修了した「近江環人8期生」社会人学
生を中心に設立。環境と調和した循環
型の地域づくり、地域再生をテーマに
活動しています。

滋賀グリーン購入ネットワーク（当時）
の元自治体役員と事務局を中心に、
2015年に設立。エネルギーの地域自立
を目指し、省エネ、再エネの推進、普及
啓発等に取り組んでいます。

グリーンコンシューマーの増加を目的
に、1997年より活動している学生サー
クル。現在は県立大学生協へのエシカル
商品コーナー設置に注力しています。

主催団体のご紹介

講師のご紹介

フューチャー・ラボ 

専門は、材料科学、エコデザイン
学、環境経営学。
東京大学工学部冶金学科卒業
後、74年同大学院工学系研究科
博士課程修了、工学博士。
1996年にグリーン購入ネット

ワーク（初代会長）、2005年に国際グリーン購入ネットワーク
（初代会長）、2017年に日本エシカル推進協議会（初代代表）の
設立に関わる。
環境配慮契約法委員会座長、LCA 日本フォーラム会長、エコプ
ロダクツ展実行委員長、日本環境ビジネス推進機構会長、日本
環境経営学会特別顧問、一般社団法人日本エシカル推進協議
会名誉会長、中国の北京大学、精華大学など31大学の客員教授
を歴任。
主な著書、『気候危機』岩波書店(2020/1/8)、『実践 低炭素革命 
持続可能な社会を創るために』生産性出版(2014/12/25)、『宇
宙船地球号のグランドデザイン』生産性出版(2013/12)、『未来
を拓く エシカル購入』環境新聞社(2012/12/17)　他多数

山本 良一 氏
山本エコプロダクツ研究所　代表
東京大学　名誉教授

専門は地域文化学、地域学。「知恵の知
産知消」を掲げ、風土に根ざした暮らし
と文化に関する研究と実践に取り組む
一方、地域と連携した人材育成、地域
「共育」プログラムの開発にも力を注
ぐ。研究の過程で開発した住民による

絵図制作を通じたまちづくりの手法「心象図法」は滋賀県を中心に広
く各地に普及しつつある。2011年度日本青年会議所「人間力大賞（総
務大臣・環境大臣賞）」受賞。

［future lab］　環境問題を始めとするソーシャルビジネスに携わ
る人材の育成・交流の場づくりを目的に、民設のSDGs情報発信拠点と
して2019年11月に開設されました。

［エコ・アクション・ポイント］　環境省が推進する全国共通の
ポイントプログラム。環境配慮商品の購入、サービスの利用、活動参加
等でポイントがもらえ、商品や環境寄付などと交換できます。

※当日 13時より見学会も開催します。（要申込）

フューチャー・ラボ

上田 洋平 氏
滋賀県立大学
地域共生センター講師

※本セミナー参加者に、５０ポイントが付与されます。


